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オーガニックな

まちづくり

地球環境の悪化

国内農林水産業の課題

南種子町の現状

・人口減少の抑制対策が急務。
・基幹産業である「農業」も高齢
化により担い手不足が深刻。
・農業の担い手不足・高齢化に伴
い，今後，耕作放棄地の増加も懸
念。
・新規就農者に「有機農業」を希
望する方が増加傾向。
・移住希望者の中にも，農業での
移住を希望する方あり。
・有機農業のノウハウを持った人
材の不足。

農水省｢みどりの食料システム戦略｣資料より



R2

• 内閣府の地域未来構想20オープンラボに南種子町と㈲かごしま有機生産組合が登録して
いたことから，連携スタート。

R3

• 令和3年12月20日（月），南種子町✕㈲かごしま有機生産組合で相互に連携・協力・協働し，
「有機農業を軸とした地域活性化」を目的とした，包括連携協定を締結。

• 令和4年3月7日（月），南種子町有機農業推進協議会を設立。

R4

• 農業者が有機農業に容易に取り組め，消費者が有機農業により生産される農産物を容易
に入手できるよう，有機農業の核となるモデルタウンを育成し，有機農業の面的拡大を図る
ことを目的とし，みどりの食料システム戦略交付金を活用した，就農・農地・生産技術・普及
流通の各分野での取り組みを開始。

（現在までの経過）



→ 既存の農法や農産物に新たに「有機農業」「ス
マート農業」「半農半Ｘ」等が加わり，新規就
農希望者や消費者に選択肢の幅と多様性が生ま
れる。

→ 多様な『農』の在り方が相互に良い影響を及
ぼして発展していく。

取組の方向性

（協議会の役割）

取組のポイント

（１）有機農業者数の増加

（２）有機農業に関する技術支援

（３）有機農産物の流通環境の整備

（４）有機農業に対する消費者理解の促進



（南種子町有機農業推進協議会組織図）
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南種子町有機農業推進協議会

農地・移住部会 就　農　部　会 生産技術部会 普及・流通部会
・農業委員会 ・町総合農政課農業再生対策係 ・町総合農政課農業振興係 ・町総合農政課農業再生対策係

・町総合農政課農業再生対策係 ・町総合農政課水田対策係 ・町総合農政課畜産振興係 ・町企画課政策推進係・企画開発係

・町総合農政課土地改良係 ・農業委員会 ・かごしま有機生産組合 ・町企画課地域おこし協力隊

・町企画課観光経済係 ・かごしま有機生産組合 ・(一社)南種子町まちづくり公社 ・町保健福祉課健康保険係

・ＪＡ種子屋久農家支援センター ・ＪＡ種子屋久南種子支所営農販売課 ・町教育委員会

・トンミー市場生産者組織 ・町公民館連絡協議会

・かごしま有機生産組合

・ＪＡ種子屋久南種子支所営農販売課

・トンミー市場

・町商工会青年部

有機農業を通じた魅力あるまちづくりの取組み

〇有機農業実施計画の策定（検討会の開催）
〇有機農業生産分野の取組み（有機農業団地づくり等）

〇有機農業流通加工消費分野の取組み（給食利用等）
〇環境負荷低減の取組み（地元有機資源の活用等）

・有機農業の環境負荷負
荷低減技術（施肥，防除
等）を応用した所得の増
加。

・生産性の向上
・所得の向上
・有機農家生産組織の充
実
・新規有機農家の増加

・遊休農地の減少
・担い手農家（新規有機
農家）の増加
・環境意識の向上
・地元有機食材の消費
・エシカル消費の推進

・有機食材を利用した給
食の提供
・環境教育及び食育の実
施

・地元有機食材の活用
・エシカル消費の推進

・移住希望者に対するPR
効果

慣行農家 有機農家 地域・住民 学校
飲食店
小売店

移住者

構 成 機 関



（令和４年度の取り組み状況）

農地・移住部会

（1）遊休農地の復旧



就農部会

（1）新・農業人フェア出展

令和5年1月14日(土)

農業EXPO＠東京国際フォーラム

（目的）

近年，Iターン移住者を中心に，有機農業での新規就農を相談される方が

増加してきている。こういった傾向から，潜在的な有機農業での新規就農

希望者は，相談件数以上に存在していることが予想される。また，コロナ禍

でより一層強まった田園回帰の流れの中で，南種子町の有機農業推進の

取り組みを広くＰＲすることで，有機農業を希望する新規就農者を多く呼び

込むことが狙い。



生産技術部会

（1）有機農業体験ほ場の設置

遊休農地を復旧し，普及流通部会と合同で開催する「有機農業体験イベント」の開
催ほ場を整備した。



（2）スマート農機実証試験

温暖な南種子町は，雑草による減収リスクが高く，中でも除草剤の使用できない
有機農業では雑草管理がボトルネックとなっています。また，夏場の除草作業は身
体的負荷の大きい作業であり，人手不足や高齢化といった課題も抱える南種子町
で有機農業の面的拡大を目指すにあたり，解決しなければならない課題です。その
解決策の一つとしてスマート農機活用の可能性を探りました。

令和4年10月12日（水）
第1部 ＠前之浜海浜公園
第2部 ＠南種子町育苗施設



（3）生産者組織の充実

（現状と課題）
・令和3年度時点での南種子町内の有機農業面積は約8.5ha（内，有機JAS認証取
得面積6.2ha）で，全経営耕地面積1,587haに占める割合は約0.5%（有機JAS認証面
積割合0.4％）である。品目は，青果用さつまいも3.9ha，ばれいしょ1.4ha，茶2.5ha，
たんかん0.6haであり，有機農家戸数は９戸である。

・現在，生産者組織は無く，生産・販売等，各々取り組まれてきたため，有機農業者
同士の交流は少ない。ただし，有機農業に近い方法で栽培し，主に地元の物産館
（トンミー市場）に出荷する小規模生産者等から，有機農業について交流会や勉強
会を行える組織の要望がある。また，今後，有機農業者数を増やすための拠点と
するため，有機農業者組織が必須である。

・現状では，当協議会の生産技術部会を中心に生産者に声かけし，勉強会等を開
催している。
・今後，新たな有機農業者組織を設立する計画。



普及流通部会

（1）有機農業体験イベントの開催

（目的）
有機農業の普及（生産，流通，消費，食育，環境教育等の各分野）

①生産者，消費者，児童等を対象とした有機農業体験を実施し，有機農業に関する情報
発信や交流の拠点とする。
②生産物は給食等で利用し，より多くの方への波及効果を狙う。
（対象者）
日本宇宙少年団南種子町宇宙科学分団員及び保護者
（体験内容）
①R4.10.8（土） 植付け作業
②R4.12.3（土） 管理作業（間引き），収穫（カブ，大根，小松菜等），植付け（玉ねぎ）
③R5.1月 収穫作業



（2）有機給食イベントの開催

（目的）
小中学校児童生徒及び保護者向けの有機農業の普及（食育，環境教育）
（対象）
町内小学校8校，中学校1校
（イベント内容）
①R4.12.7（水）
有機給食会開催＠長谷小学校

③R5.1.23～1.27（金）
「鹿児島をまるごと味わう学校給食」週間に

合わせた有機給食イベントの開催。

生徒に配布された資料



有機給食 食育動画 「南種子町のリサイクル」 3分28秒

YouTubeチャンネル「種子島みなみたねチャンネル」で，ご視聴いただけます。



（3）講演会・オーガニック映画上映会の開催

（目的）
有機農業の普及（消費，食育，環境教育等の分野）。
農業の生産力向上と持続性の両立【SDGｓ】の取り組みである有機農業について，広く理解し
てもらい，「応援消費」を促す。

（内容）
①R5.1. 8（日） 菌ちゃん先生講演会「吉田俊道氏」
②R5.2.25（土） オーガニック映画「食の安全を守る人々」上映会＆講演会「山田正彦氏」



その他

（1）児童生徒向け出前授業の実施

（目的）

子供たちが，「農業」「食」「環境」と「自分」が繋がっていること【循環】を実感してもらい，将来
の消費行動に影響するような考え方を提示する。
（内容）
①R4.11.29（火） 西野小学校3・4年生「総合的学習の時間」
②R4.11.30（水） 種子島高校生物生産科1年生「島内農業視察」
（講師）
・㈲かごしま有機生産組合種子島事業部 有馬亮氏
・町内有機農業者 向江司氏
・南種子町有機農業推進協議会事務局

R4.11.29（火） 西野小学校 R4.11.30（水） 種子島高校



（2）情報発信［町広報誌・ＳＮＳ］

（目的）
町内外に広く周知することで，関係人口の増加や仲間作りに繋げる。

（内容）
①町広報誌連載「MINAMITANE ORGANIC DIG」
②協議会インスタグラムの開設及び発信

日々の中で見つけたORGANICを事務局
員が発信。Instagram始めました！



（3）勉強会の開催［協議会会員・技連会会員対象］

（目的）

協議会会員や南種子町農林業技術指導者連絡協議会会員対象の勉強会を開催
し，有機農業の理解を深め，普及啓発を進める。
（内容）
①R4.  8.28（日） オーガニック映画上映会「いただきます2 オーガニック給食編」
②R4.10.19（水） 「有機農業研究者会議2022」パブリックビューイング

R4.  8.28（日） オーガニック映画上映会「いただきます2 オーガニック給食編」



（4）先進地視察

（目的）

組織運営（仲間づくりの秘訣など），組合×生産者×消費者の関わり方，経済的な持続
性（収益性）確保の取組み（マーケティングや生産性向上対策，付加価値付与など），
オーガニック給食の推進について先進事例を学び，現状の課題を認識し，有機農業の面
的拡大及びオーガニック給食の実現につなげる。

（内容）
①R4.10.  4（火） 新篠津つちから農場株式会社＠北海道石狩郡新篠津村
②R4.10.  5（水） 北海道有機農業協同組合＠北海道勇払郡安平町
③R4.10.26（水） 全国オーガニック給食フォーラム＠東京都中野区
④R4.10.27（木） 有機米の取組み＠千葉県木更津市

新篠津つちから農場株式会社 北海道有機農業協同組合 千葉県木更津市

全国オーガニック給食フォーラム




